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カメラ

アングル営農計画樹立協議を実施!!

鶴 居 地 区

一
月
十
二
日
か
ら
一
月
末
に
か
け
、
各
地

区
に
お
い
て
平
成
二
十
四
年
度
へ
向
け
た
営

農
計
画
樹
立
協
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
の
受
託
目
標
数
量
に
対

す
る
実
績
は
、
前
年
の
猛
暑
の
影
響
に
よ
る

分
娩
の
大
幅
な
ず
れ
や
搾
乳
中
止
農
家
の
影

響
等
で
数
量
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
目

標
達
成
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

平
成
二
十
四
年
度
の
酪
農
情
勢
の
見
通
し

は
、
引
き
続
き
景
気
低
迷
が
予
想
さ
れ
、
さ

ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
推

進
等
に
よ
り
日
本
農
業
に
と
っ
て
は
厳
し
い

環
境
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

先
行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
の
中
、
酪
農

専
業
地
域
と
し
て
新
た
に
「
第
８
期
生
乳
安

定
生
産
対
策
」
を
平
成
二
十
四
年
か
ら
平
成

二
十
六
年
の
三
カ
年
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
対
策
も
増
産
体
制
を
基
本
と
し
、

今
後
府
県
の
生
乳
増
産
が
見
込
め
な
い
予
測

で
あ
り
、
主
産
地
と
し
て
原
料
乳
の
安
定
供

給
に
向
け
、
前
向
き
な
生
乳
の
増
産
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
当
Ｊ
Ａ
酪
農
畜

産
の
安
定
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、
計
画
的

な
生
産
基
盤
の
整
備
と
強
化
及
び
生
乳
の
増

産
・
生
産
性
の
向
上
に
向
け
、
コ
ス
ト
低
減

と
情
勢
変
化
に
対
応
で
き
る
柔
軟
な
経
営
の

確
立
を
目
指
し
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
御

期
待
致
し
ま
す
。

白 糠 地 区

幌 呂 地 区
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釧路地区ＪＡ女性部研修会で交流‼

白糠エゾシカ駆除で成果を上げる!!
二
月
十
一
〜
十
三
日
、
白
糠

町
右
股
地
区
で
「
自
衛
隊
を
活

用
し
た
エ
ゾ
シ
カ
駆
除
事
業
」

（
三
年
間
の
緊
急
対
策
事
業
）

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
二
回
目
と
な
る

こ
の
事
業
は
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ

る
農
業
被
害
が
災
害
に
等
し
い

状
況
の
た
め
、
短
期
間
で
多
く

の
シ
カ
を
駆
除
す
る
目
的
で
、

北
海
道
が
主
体
と
な
り
白
糠
町
、

陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
隊
、
道

森
林
管
理
局
及
び
北
海
道
猟
友

会
白
糠
支
部
並
び
に
各
関
係
機

関
の
協
力
に
よ
り
、
三
日
間
で

昨
年
（
計
28
頭
）
を
大
幅
に
上

回
る
92
頭
を
駆
除
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
が

シ
カ
の
群
れ
を
上
空
か
ら
偵
察

し
、
無
線
で
即
時
に
地
上
で
待

機
し
て
い
る
自
衛
隊
員
及
び
勢せ

子こ

（
シ
カ
の
追
い
立
て
役
）
を

通
じ
て
待
ち
受
け
る
ハ
ン
タ
ー

に
伝
え
ら
れ
、
よ
り
一
層
の
効

果
を
上
げ
ま
し
た
。

駆
除
作
業
を
終
え
た
猟
友
会

の
ハ
ン
タ
ー
や
自
衛
隊
員
等
、

各
関
係
者
に
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部

白
糠
支
部
の
部
員
か
ら
温
か
い

根
釧
牛
乳
と
パ
ン
を
提
供
し
、

冷
え
た
体
を
温
め
な
が
ら
労
を

ね
ぎ
ら
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

来
年
も
こ
の
事
業
が
継
続
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ハンターによる駆除

女性部白糠支部によるホットミルクの提供

一
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の

二
日
間
、
川
湯
観
光
ホ
テ
ル
で
、

平
成
二
十
三
年
度
釧
路
地
区

Ｊ
Ａ
女
性
部
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

丹
頂
女
性
部
か
ら
は
、
４
支

部
よ
り
部
員
13
名
が
参
加
し
、

管
内
の
女
性
部
員
合
計
64
名
が

集
い
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
元
置
戸
町
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
栄
養
士
の

佐
々
木
十
美
氏
を
講
師
に
招
き

テ
ー
マ「
食
べ
る
力
は
命
の
力
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、「
大

人
の
生
活
に
合
せ
た
食
事
時
間

等
に
よ
り
、
子
供
の
生
活
リ
ズ

ム
が
乱
れ
、
朝
食
欠
食
が
見
ら

れ
る
」
と
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
Ｊ
Ａ
阿
寒
女
性
部

の
菊
池
千
恵
子
さ
ん
に
よ
る
家

の
光
記
事
活
用
体
験
発
表「【
家

の
光
】が
女
性
部
員
を
増
や
す

き
っ
か
け
に
」
と
題
し
、
女
性

部
活
性
化
の
た
め
家
の
光
か
ら

得
た
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
も
と
に
、

部
員
の
勧
誘
に
奮
闘
し
、
部
員

が
40
名
か
ら
９
名
増
え
た
事
な

ど
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。二

日
目
は
、「
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
」
と
い
う
オ
ー
プ
ン
で
創

造
性
に
富
ん
だ
会
話
が
出
来
る

場
で
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
な
い
、

「
明
日
、
輝
く
た
め
に
」
を
テ

ー
マ
に
意
見
を
述
べ
情
報
交
換

を
行
な
う
な
ど
、
二
日
間
に
わ

た
っ
て
行
な
わ
れ
た
研
修
会
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

「ワールドカフェ」で情報交換

研修会の様子
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白糠支所で出前教室開催・シカ駆除へ、わな猟を学ぶ

一
月
十
一
日
、
白
糠
町
酪
農
研
修

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
エ
ゾ
シ
カ
に
よ

る
農
業
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
の
、

狩
猟
免
許（
シ
カ
の
く
く
り
わ
な
等
）

出
前
教
室
が
開
催
さ
れ
、
白
糠
地
区

の
組
合
員
及
び
猟
友
会
の
役
員
約
20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
釧
路
総
合
振

興
局
環
境
生
活
課
富
沢
昌
章
主
査
、

石
井
弘
之
主
任
を
講
師
に
、
シ
カ
の

生
態
・
わ
な
の
仕
組
み
・
狩
猟
免
許

制
度
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

白
糠
町
で
は
昨
年
、
牧
草
を
中
心

に
１
億
２
８
０
０
万
円
の
農
業
被
害

が
出
て
お
り
、
阿
部
支
所
長
は
「
農

家
自
ら
何
と
か
被
害
を
食
い
止
め
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
自
己

防
衛
の
た
め
、
わ
な
猟
の
狩
猟
免
許

取
得
の
検
討
を
促
し
ま
し
た
。

講
師
か
ら
は
、
森
林
伐
採
に
よ
り

サ
サ
が
増
え
、
ま
た
牧
草
地
の
増
加

な
ど
で
餌
が
増
え
た
事
に
よ
り
「
シ

カ
に
と
っ
て
は
天
国
の
よ
う
な
環

境
」
と
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ワ
イ
ヤ
で
シ
カ
の
足
を
引
っ

掛
け
て
捕
獲
す
る
「
く
く
り
わ
な
」

の
設
置
方
法
が
実
演
さ
れ
、
そ
の
設

置
に
必
要
な
狩
猟
免
許
制
度
や
試
験

の
概
要
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

十
二
月
十
三
日
、
鶴
居
村
の
ハ
ー
ト
ン
ツ
リ

ー
（
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
）
で
、
女
性
部
鶴

居
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
に
よ
る
研
修
会

が
行
な
わ
れ
、
羊
毛
ニ
ー
ド
ル
フ
ェ
ル
ト
マ
ス

コ
ッ
ト
作
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
会
員
８
名
に
よ
り
、
幌
呂
の
山
村
日
和

子
さ
ん
（
羊
工
房
Ｌラ

ム

ａ
ｍ
ｂ
・
Ｍマ

ヤ
ａ
屋
）
が
講

師
と
な
り
、
サ
フ
ォ
ー
ク
種
な
ど
の
羊
毛
フ
ェ

ル
ト
と
フ
ェ
ル
テ
ィ
ン
グ
ニ
ー
ド
ル
と
い
う
専

用
の
針
を
使
い
、
羊
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
り
ま

し
た
。
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
全

て
手
作
り
の
た
め
、
一
つ
一
つ
羊
の
形
や
表
情

が
違
い
、
鑑
賞
用
と
し
て
も
楽
し
め
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
達
が
作
っ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
の

出
来
栄
え
に
参
加
し
た
会
員
同
士
の
話
も
は
ず

み
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
研
修
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

女性部・鶴居支部フレッシュミズ部会 研修会
羊毛ニードルフェルト マスコット作りを実施‼

完成！楽しい羊のマスコット
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JA職員・人事管理制度研修会

十
二
月
十
三
日
、
当
Ｊ
Ａ
本

所
に
お
い
て
、
課
長
職
以
上
の

職
員
を
対
象
と
し
た
人
事
管
理

制
度
研
修
会
を
、
Ｊ
Ａ
北
海
道

中
央
会
改
革
推
進
部
総
合
コ
ン

サ
ル
課
高
橋
雅
史
主
幹
、
同

会
根
釧
支
所
山
崎
孝
浩
主
査

を
講
師
に
招
き
開
催
し
ま
し
た
。

能
力
主
義
人
事
管
理
制
度
に

お
け
る
考
課
者
訓
練
を
、
ビ
デ

オ
に
よ
る
事
例
な
ど
を
通
し
て

人
事
考
課
の
方
法
を
体
得
し
、

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

家畜販売市況情報 
乳　牛  24年２月１日現在
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ３００　　　～　　　２３０
初　　　　妊 ５６０～５３０ ５３０～５００

経　産 ２ 産 ～ ３ 産 ４００　　　～　　　３５０
４ 産 ～ ５ 産 ３５０　　　～　　　３００

初生とく  24年２月６日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ７５０円/kg

４０kg～４４kg ６５０円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 24年１月17日音更市場 （価格：円・体重：㎏）
畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価
肉
素

メス 570頭 651,000 160,650 387,748 290 1,339 
去勢 795頭 605,850 200,550 477,541 305 1,567 

（提供／ホクレン帯広支所）

理　事　会　報　告
12月定例理事会
平成23年12月21日（水）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期監査（第３四半期末）報告について
４．11月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
６．子会社の経営状況について

付議事項 
議案第１号　 監事監査の結果に対する回答について

議案第２号　 理事と組合との契約承認について
議案第３号　 融資の承認について
議案第４号　 営農計画樹立基本方針の設定について
議案第５号　 北海道農業信用基金協会に対する出資の増口について
議案第６号　株式の取得について
議案第７号　諸規程の一部変更について
※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１． 当面の業務日程について

１月定例理事会
平成23年１月23日（月）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．12月末財務状況について
４．平成23年度決算見込みについて
５．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　 監事監査の結果に対する回答について

議案第２号　 営農振興資金の貸付について
議案第３号　 融資の承認について
議案第４号　 固定資産の取得および修繕について
議案第５号　 役員責任調査委員会設置要領の制定について
※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１． 組合員の農業に係る現況照会について
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

乳
房
炎
は
経
済
損
失
の
大
き
い
疾
病

で
あ
り
、
日
常
的
な
予
防
が
重
要
で
す
。

今
回
は
、
新
規
感
染
を
減
ら
す
た
め

乾
乳
期
か
ら
の
乳
房
炎
予
防
に
つ
い
て

再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一　

乾
乳
期
で
新
規
感
染
に

注
意
す
る
時
期

乳
房
炎
の
新
規
感
染
の
危
険
性
は
泌

乳
期
よ
り
も
乾
乳
期
の
方
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
（
図
１
）。

中
で
も
、
乾
乳
始
め
の
二
週
間
と
分

娩
前
二
週
間
の
新
規
感
染
率
は
高
く
、

こ
の
期
間
の
感
染
を
ど
れ
だ
け
減
ら
せ

る
か
が
予
防
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

二　

乾
乳
期
を
迎
え
る
際
に

〈
Ｐ
Ｌ
テ
ス
ト
で
確
認
を
〉

乾
乳
予
定
日
の
一
〜
二
週
間
前
に
全

頭
Ｐ
Ｌ
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
陰
性
（
－
）
の
場
合

乾
乳
の
際
に
乾
乳
軟
膏
を
注
入
し
ま

し
ょ
う
。

乾
乳
軟
膏
の
持
続
期
間
は
お
お
よ
そ

三
〜
四
週
間
な
の
で
、
新
規
感
染
率
の

高
い
乾
乳
始
め
二
週
間
に
対
す
る
予
防

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

○
陽
性
（
＋
）
の
場
合

乾
乳
に
す
る
前
に
治
療
が
必
要
で
す
。

特
に
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
に
罹
患
し

た
こ
と
の
あ
る
牛
は
早
め
に
Ｐ
Ｌ
テ
ス

ト
を
行
い
、
一
回
目
が
陰
性
で
も
数
日

空
け
て
か
ら
再
び
テ
ス
ト
を
行
う
な
ど

入
念
に
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

抗
生
物
質
の
使
用
は
獣
医
師
の
指
示

の
も
と
で
適
正
に
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

三　

分
娩
予
定
の
二
週
間
前

〈
環
境
を
よ
り
快
適
に
〉

こ
の
時
期
は
乳
頭
が
乾
い
て
清
潔
な

状
態
を
保
つ
事
が
新
規
感
染
の
予
防
と

な
り
ま
す
。

分娩

泌乳期
（Natzke、1981より重引、一部改変）

乾乳期

乳房炎は乾乳始と終
わりに新規感染する
確率が高い‼

分娩乾燥

乳
房
炎
新
規
感
染
の
発
生
率

－

－

－

－

－

図１　乳房炎の新規感染時期

● 

乾
乳
軟
膏
を
使
用
す
る
際
の
注

意
点

・ 

注
入
す
る
前
に
乳
頭
を
ア
ル
コ

ー
ル
綿
花
で
殺
菌
す
る

・ 

乳
頭
管
内
に
傷
を
つ
け
な
い
よ

う
軟
膏
の
先
端
は
３
㎜
程
度
と

極
浅
く
入
れ
る

・ 

注
入
直
後
は
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
を

行
う

● 

乳
頭
を
汚
さ
な
い
た
め
に

・ 

こ
ま
め
な
除
糞

・ 

敷
料
を
た
っ
ぷ
り
と

敷
料
は
上
か
ら
継
ぎ
足
さ
ず
、

新
し
い
物
と
入
替
。

・ 
す
の
こ
の
設
置

牛
床
が
短
い
場
合
、
す
の
こ
を

使
っ
て
真
っ
直
ぐ
寝
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
乾
乳
期
の
牛
床
管
理
事
例

Ａ牧場（繋ぎ）
毎朝掃除後、敷料を入替。交換時以外にも敷
料が減ったら随時継ぎ足し、濡れている部分
は丁寧に取り除く。除糞は１日３～４回。

Ｂ牧場（フリーストール）
敷料は毎朝、全て取り除き入替。牛体が汚れ
ないように、乾燥した状態を作るように心が
けている。除糞は１日２～３回。

〜
乳
房
炎
の
予
防
は

乾
乳
期
か
ら
〜
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同
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■
印
刷　

白
糠
印
刷
㈱

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

■平成23年度 　生乳生産実績（12月）

月計乳量（kg） 12月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,389,346.0 101.3 74,582,042.1 97.9

（鶴居地区） 2,809,031.5 106.4 24,715,160.0 98.6

（幌呂地区） 2,251,761.2 98.5 19,968,174.4 97.3

（白糠地区） 1,895,062.0 96.1 17,435,508.1 96.5

（音別地区） 1,433,491.3 103.9 12,463,199.6 99.3

管 内 計 44,424,008.3 101.3 399,728,347.5 99.0

（前年度管内計） 43,853,656.0 403,684,765.1

□  白糠では、エゾシカ駆除事業、シカのわな等狩猟免許出前教室が行なわれました。深
刻な農業被害を食い止め、地域を守るため、今後も継続的なエゾシカ対策が求められ
ております。

□  各地区において、平成24年度へ向けた営農計画樹立協議が行なわれました。当ＪＡ酪
農畜産の発展に向け、計画的な生産基盤の強化と積極的な取り組みを切望致します。

■平成23年度 　生乳生産実績（1月）

月計乳量（kg） 1月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,643,809.9 102.1 83,225,852.0 98.3

（鶴居地区） 2,893,964.9 107.9 27,609,124.9 99.5

（幌呂地区） 2,316,029.6 99.8 22,284,204.0 97.5

（白糠地区） 1,956,354.9 95.6 19,391,863.0 96.4

（音別地区） 1,477,460.5 104.7 13,940,660.1 99.8

管 内 計 45,544,907.2 101.6 445,273,254.7 99.3

（前年度管内計） 44,826,149.0 448,510,914.1

お詫びと訂正
１月号のＪＡくしろ丹頂組合員組織の中で一ヶ所、代表者の間違いがございました。

お詫び申しあげますとともに、改めて訂正させて頂きます。大変申し訳ございませんでした。

白糠町野菜生産組合　組合長　⇨（誤）平賀 幹夫　（正）細谷 照雄

音別地区の皆様へ（釧路市選挙管理委員会からのお知らせ）
釧路市農業委員会委員選挙立候補予定者説明会の開催について

任期満了による釧路市農業委員会委員選挙の投票が４月22日に予定されております。
これに伴い、下記のとおり立候補予定者への説明会が行なわれます。
該当者につきましては、出席下さいますようお願い致します。

立候補予定者説明会 平成24年３月27日㈫　午後２時30分
日 時 ・ 場 所 阿寒町行政センター（３階 大会議室）

問い合わせ先　⇒　 釧路市選挙管理委員会　選挙担当
電話（0154）23‒5151（内線）5321・5322　　FAX（0154）31‒4578


